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鞋懐壱≪毎
他掛づく釦で櫛比巨像を

エコ活動と施設支嬢に手献。この臥　約40kgを達成

車いすを押すのは意外とむずかしい。段差に

苦労し、車イスの疑似体験者も思わず苦笑い

イク」大勢の人が体験
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赤い羽根のしおりづくり。　アイマスクと手袋をつけて高齢者疑似　チーパくんを誘って、
これもボランティア！　　体験。切符を買うのも一苦労

東日本大震災復興応援チャリティコンサート

ご協力ありがとうございよした。

2月23日、千昌夫チャリティコンサートを開催し

ました。みなさまのご協力とご参加ありがとうござ
いました。

陸前高田市への復興支援金は、応援する会が責任
を持ってお届けいたします。

東日本大震災復興を応援する会
会長　　左糸田　雄一

わちも来たのぢゃ～♪（カムロち 「明るい社会づくり佐倉」の寸劇と活動発表

社会福祉協議会（社協）は、みなさまの会費で運営されています。
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